
 

（第２号様式）     
令和７年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立小田原高等学校長（全日制） 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）                 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

これからの時代に必
要となる様々な資質
や能力の育成を目指
し、「SSH」「理数
教育推進校」「学力
向上進学重点校」と
しての役割を踏まえ
ながら、カリキュラ
ム・マネジメントに
取り組む。 

 

①SSH、学力向上進学
重点校としてより魅力
ある教育課程の検討を
重ねるとともに、生徒
の自己実現に向けた履
修指導を行い、適切に
運用する。 
 
②すべての教科・科 
目において、主体的・
対話的で深い学びの視
点からの授業改善を実
践し、探究的な学びを
充実させる。 
 
 
 
 
 
 
 
③新たな時代に柔軟に
対応し持続可能な社会
を創出するために必要
な、科学的探究力、創
造力、協働力を育む。 

①SSH、学力向上進学重
点校としてより魅力あ
る教育課程の検討及び
生徒の進路実現のため
の講座を編成し、時間
割を作成する。 
 
 
②年間を通した授業研
究テーマを設定し、相
互授業見学の推進及び
公開研究授業の開催に
より、組織的な授業改
善を行う。 
②学習成果発表会を通
じて生徒自身が学びの
成果を実感し、主体
的・対話的な学びを実
現する。 
 
 
③「理数探究基礎」
「理数探究」を核とし
て、小田原市、県西地
域の企業等と連携しな
がら、科学的探究の手
法により課題研究を実
施する。 

①SSH、学力向上進学重
点校の目標を達成する
ための履修指導ができ
たか。 生徒の履修希望
科目に沿った講座を編
成し、時間割を作成で
きたか。 
 
②「生徒による授業評
価」において、課題解
決に関する評価項目（３
と６）の回答のうち、
50％以上が「（項目
４）かなり当てはま
る」であったか。 
②学習成果発表会の生
徒、教員の振り返り及
び校外の参加者のアン
ケートにおいて、主体
的な学びに関する項目
の内容を分析する。 
 
③課題研究成果発表会
の生徒、教員の振り返
り及びポスター等の成
果物の内容を分析し、
次年度の改善につなげ
る。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①学校行事、部活
動、委員会活動を更
に充実させ、その活
動を通じて、人間形
成を図り、全人教育
を実践する。 
 
 
 
②生徒一人ひとりの
個を尊重した支援体
制をさらに充実させ
る。 

 

 

①学校行事、部活動、
委員会活動における課
題解決を目指し、課題
解決能力やコミュニケ
ーション能力等を育成
する。 
 
②課題を抱える生徒の
支援のため、教育相談
全体支援会議をより効
果的に運営する。 
 
 
 
 
③専門的な立場からの
支援を充実させるた
め、SC,SSＷとの連携
をさらに密にし、外部
人材を活用したより組
織的な支援体制を構築
する。 

①学校行事や部活動等
で生徒に自ら課題を見
つけさせ、話し合い等
を通じて解決させるこ
とで、全人教育につな
げる。 
 
②教育相談全体支援会
議を通じて、年次、保
健室、推進担当等との
情報共有を深め、ケー
ス会議を効果的に開催
する。見えていない課
題を抱える生徒の支援
につなげるよう、サポ
ートドックをより効果
的に運用する。 
 
③ SC,SSＷとの情報共
有の時間を引き続き確
保し、SSWのより効果的
な活用の仕方を整理
し、職員全体で共通理
解する。 

①課題解決を図りなが
らより充実した学校行
事や部活動等を展開す
ることで生徒が達成感
を得られたか、部活動
加入率やアンケート結
果を向上させたか。 
②教育相談全体支援会
議やケース会議をより
効果的に運営すること
ができたか。サポート
ドックについて、全体
支援会議が主導し、昨
年度よりも組織的に取
り組むことができた
か。 
 
③SC,SSＷとの情報共有
の時間を十分に確保す
ることができたか。組
織的な支援体制の中で
SSWをより効果的に活用
することができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒の第一希望の進
路を実現できるよ
う、目的意識の強化
と学習意欲のさらな
る向上を目指し、各
種模擬試験等の分析
を活用し、自立的な
キャリア形成を支援
する。 
 

 

①生徒が高い目標を掲
げることができるよう
に、進路実現に向けた
組織的な学習支援や進
路選択支援体制を整え
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②次世代のリーダーに
求められる社会的・職
業的な自立等をめざし
たキャリア形成を支援
する。 

 

①生徒の学習への取組
状況や進路希望情報を
教職員で共有し、進路
説明会等で保護者とも
共有することで、きめ
細やかな進路選択支援
を行う。 
①補習・講習及び実力
試験等の学習支援を通
じて実力を伸ばし、難
関大学への進学に向け
た学力向上を支援す
る。 
 
②卒業生や社会人の講
話等の取組を通して、
生徒の社会的・職業的
な自立、より高次なキ
ャリア形成を支援す
る。 

①生徒の学習への取組
状況や進路希望情報を
職員で共有し、保護者
へも効果的に情報発信
して、生徒に高い目標
設定を掲げさせること
ができたか。 
①実力試験等の結果分
析を活用して生徒の実
力をさらに伸ばし、難
関大学への進学実績を
伸ばすことができた
か。出願検討会を開催
することができたか。 
②生徒がキャリア行事
に参加することで将来
に向けた明確な展望や
高い目標を実現する意
欲を持つことができる
ようになったか。 

     

４ 地域等との協働 

地域との協働を推進
し、地域から信頼さ
れる学校づくりを進
める。 

①生徒一人ひとりの幅
広い学力の育成のため
地域等の教育力活用を
推進する。 
 
 
 
 
②地域に開かれ、地域 
と共にある学校を目指
し、広報活動を充実さ
せ、教育活動に係る情
報発信をより積極的に
行う。 
 
 
 

①地域や行政(市防災安
全課)等と連携して防災
訓練・研修会等を実施
する。 
①地域貢献活動等を計
画し、生徒に積極的に
参加させる。 
 
②学校説明会・学校カ
ミングデー・県西地区
合同説明会等を通じ、
SSH、進学重点校等、本
校の魅力・特色を発信
する。 
②学校ホームページ更
新を頻繁かつ迅速に行
い、日々の教育活動の
情報をリアルタイムに
発信する。学校案内を
改訂する。 

①地域の特性を踏まえ
た防災避難訓練を実施
すし、生徒・職員の防
災意識を高めることが
できたか。 
①地域貢献活動を年３
回実施できたか。 
 
②学校説明会・学校カ
ミングデーの開催・県
西地区合同説明会等へ
の参加者数を増やすこ
とができたか。 
②学校ホームページの
更新を頻繁に行えた
か。学校案内を効果的
に改訂することができ
たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①地域や外部機関と
の連携を進め、教職
員の専門性の向上を
図り、SSH 事業をさ
らに充実させる。 
 
 
 
 
②教職員一人ひとり
の意識を向上させ、
業務の組織的対応と
事故・不祥事防止を
徹底する。 

①地域や外部機関と連
携し、教職員の専門性
を向上させるととも
に、SSH事業への参加
生徒数を増加させ、科
学への興味・関心の向
上及び学習への動機づ
けを高める。 
 
②不祥事を「自分事」
と捉えるよう教職員の
意識改革に取組むとと
もに、校内マニュアル
の活用を徹底させる。
「働き方改革」を進
め、安心で働きやすい
職場環境を作る。 

①地域や外部関連機関
等と連携し、Odatech、
先端科学講座・小田高
Sciencelab等の多様な
サイエンスプログラム
を実践する。 
 
 
②マニュアルに基づい
た研修会や声掛けを継
続して教職員の意識啓
発を図るとともに、教
職員間の日常的なコミ
ュニケーションを活性
化させる。「働き方改
革」の観点から、衛生
委員会の活用等で具体
策を示し、長時間労働
を改善する。 

①地域や外部機関と連
携したサイエンスプロ
グラムに参加した生徒
数および振り返りにお
いて、前年度よりも高
い成果を上げることが
できたか。探究活動の
発表指導や評価が適正
に行われたか。 
 
②職員の不祥事防止意
識を向上させ、事故・
不祥事ゼロを実現でき
たか。働き方改革を実
行し、具体策を示して
「時間外在校時間月45
時間超・年間360時間
超」0％を達成できた
か。 

     



 

 


